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研究成果の概要（和文）：本課題では北部伊豆小笠原弧大室ダシ海底火山の海底調査と周辺陸域の陸上テフラ解
析から海底火山の噴火活動史を高精度に読み取り、噴火による周辺陸域への影響を評価することを目指した。研
究期間中に大室ダシ海域において計３回の海底調査を実施し、地質調査と噴出物の採集を行った。また計３回の
周辺島嶼域の陸上調査を行い、大室ダシ火山由来のテフラを調査・採集した。
採集試料の岩石学・地球化学的分析から最終氷期最盛期以降に、大室ダシ火山では既知の大室海穴だけではなく
複数の地点で流紋岩質溶岩を噴出する噴火が起こっていたことが判明した。また陸上テフラ解析から伊豆大島・
利島において大室ダシ火山由来の噴出物が確認された。

研究成果の概要（英文）：We have aimed to understand volcanic history of the Oomurodashi Volcano, 
northern Izu-Bonin Arc, through extensive submarine surveys and possible correlation with tephra 
records in the surrounding islands.
We have conducted three research cruises in the Oomurodashi area using ROV and dredge hauls, and 
found evidences for submarine rhyolitic lava eruptions after the Last Glacial Maximum at the 
Oomurodashi summit other than Oomuro Hole, where record of a submarine explosive eruption has 
already been discovered.
We have also conducted geological survey in the Izu Islands aiming to find subaerial records of 
tehpra dispersal from the Oomurodashi Volcano. From detailed petrological and geochemical analysis 
of the collected submarine and subaerial volcanic rocks, we have identified pumiceous tephra from 
Oomurodashi in the Izu-Oshima and Toshima.

研究分野：地質学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
関東に最も近い大型海底火山である、伊豆大島南方の大室ダシ海底火山について初めて詳細な海底地形図を製作
した。また海底調査から新たな噴火活動の証拠が発見された。
大室ダシは浅海に位置しているため、過去の噴火によって噴出物が周辺陸域に到達している可能性が従来から指
摘されていたが、本研究において実施した陸上調査によって伊豆大島と利島に大室ダシ由来の軽石質噴出物が堆
積していることが岩石学・地球化学的分析によって初めて確認された。
これらの成果は浅海海底火山の噴火プロセスや噴火物の運搬・堆積機構について重要な新知見をもたらすと共
に、周辺陸域への将来的な災害リスク評価においても重要な社会的意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
関東沿岸や伊豆諸島の近隣には北部伊豆小笠原弧の海底火山が多数分布しているが、その火
山発達史や噴火履歴についてはほとんどが未解明のままである。特に珪長質海底噴火は爆発的
な噴火を起こし、水深によって噴火様式や火山噴出物の運搬・堆積機構が大きく異なる可能性
が従来から指摘されているが、実際の海底調査に基づいた噴火堆積物からの検証例は研究代表
者らによる先行研究（Tani et al., 2008 Bull. Vol.）を併せ世界でもまだ数例しかなく、火山地
質学的観点からの調査研究の蓄積が求められている。 
大室ダシは伊豆大島南方約 20 kmに位置する北部伊豆小笠原弧火山フロント上の直径約 20 

kmの高まりである。過去のドレッジ調査で流紋岩質軽石が採取されていたものの（葉室ほか, 
1983 震研彙報）、詳細な地質構造は不明であり、また水深約 100～150 mに広大な平頂部を持
つことから活動的な火山とは考えられてこなかった。 
しかし研究代表者らが 2012年に海洋研究開発機構の調査船なつしまNT12-19航海において
大室ダシ平頂部に存在する凹地（大室海穴）に無人探査機を用いた潜航調査を実施したところ、
水深 200 mの大室海穴底部一帯において 200℃近い活発な高温熱水活動と、非常に高い地温勾
配（30 K/m）が測定された。また海穴周辺の海底は新鮮な流紋岩質軽石によって一面覆われて
いることも明らかとなった。 
この発見は大室ダシが活動的な流紋岩質海底火山であることを強く示唆している。浅海にお
ける海底噴火はマグマ水蒸気爆発や津波によって周辺陸域に大きな災害を引き起こすリスクが
ある。その観点から予察的に大室ダシ近傍の伊豆大島の陸上調査を行ったところ、約１万年前
のテフラから大室海穴の流紋岩と主要元素組成が類似した流紋岩質軽石が発見された。またこ
れらのテフラからは海産有孔虫が同時に産出し、海底噴火によって周辺の底層ないしは浮遊性
の有孔虫が噴煙柱に巻き込まれた可能性が示唆される。 
これらの結果は過去に大室ダシ火山の浅海噴火による被害が北部伊豆諸島に及び、さらには
陸上テフラに含まれる海産微化石の有無や種類がその給源の噴火環境（陸上 vs海底）や噴火形
態を復元する上で重要な指標となり得る可能性を示唆している。伊豆大島にはこれ以外にも先
行研究によって流紋岩質軽石を含む複数のテフラ層が報告されている（上杉ほか, 1994 第四紀
研究）。これらは近傍の新島・神津島などの流紋岩マグマを噴出する火山島ないしは伊豆大島自
身の珪長質噴火起源とされてきたが、軽石や火山ガラスの主要・微量元素組成や海産微化石の
有無からその給源を再検討する必要があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では大室ダシの詳細な海底地質調査を実施して、その火山形成発達史を明らかにする
と共に、大室ダシ周辺（伊豆大島・利島）の陸上テフラ層に含まれる軽石・火山ガラスの全岩
化学組成・岩石学的特徴を大室ダシの火山噴出物と対比する。それによって各地点の大室ダシ
由来のテフラを同定し、その層厚・分布域から噴火規模を推定すると共に噴火履歴を明らかに
する。さらにはテフラに含まれる火山灰以外の構成粒子も詳細に検討することで、微化石など
を用いて噴火・堆積環境を推定する指標の確立を行う。得られたデータの解釈によって以下の
ような成果を目指した： 
 
［大室ダシの詳細な火山発達史と噴火履歴を明らかにする］ 
 大室ダシは北部伊豆諸島や関東南岸の近傍に位置する伊豆小笠原弧最大規模の流紋岩質海底
火山である。その火山発達史や過去の噴火履歴を明らかにすることは大室ダシが将来噴火した
場合の災害リスクを評価する上で必要不可欠であり、社会的な関心も高い。 
 
［海底火山の浅海噴火に伴う周辺陸域への影響を評価する］ 
 海底噴火が周辺陸域へ及ぼす災害については、これまで縄文時代の鬼界カルデラ噴火などの
大規模噴火を除いてほとんど定量的に見積もられた例が無い。これは海底調査が困難であるの
に加えて、潮流によって噴出物の再堆積が起こるので、より頻繁に起こる小規模噴火の履歴を
噴火堆積物から読み取ることが難しいからである。それに対して大室ダシは周辺諸島のテフラ
から噴火記録を読み取ることができれば、陸上火山研究と同様の手法を用いて噴火履歴や噴火
規模を高精度に復元できる可能性がある。 
 
［陸上テフラから周辺海底火山の噴火記録を微化石から識別する指標を確立する］ 
 日本列島は無数の海底火山に囲まれているが、陸上テフラから噴火環境（陸上 vs海底）を識
別することは困難な場合が多い。本研究で大室ダシ由来のテフラに有孔虫などの海産微化石が
特徴的に含まれることが明らかになれば、海底噴火を示す指標として用いることが可能になる。
また含まれる微化石の生息環境（底層 vs 浮遊性）からこれらの生物がどのように噴煙柱に取
り込まれたかも推定することが出来る。これは海底噴火の際にマグマと海水・堆積物がどのよ
うに相互作用を起こすのかを解明する上で重要な制約となる。 
 
３．研究の方法 
［海底調査］ 
大室ダシは八丈島に匹敵する伊豆小笠原弧最大規模の火山体であり、これまでの調査航海で



判明した大室海穴での火山熱水活動はそのごく一部でしかない。大室ダシにおける火山形成発
達史の全容とマグマシステムの岩石学・地球化学的特徴を明らかにすることを目的に、調査船
を用いた広域的なマッピング、火山地質調査、岩石・堆積物試料採取を行う。本研究では簡便
に岩石・堆積物を採取しながら海底観察が可能な深海カメラを付けた小型ドレッジを導入し、
確実に利用可能な筑波大学下田臨海実験センター所属の小型調査船「つくば II」に搭載して、
より緻密な海底調査・サンプリングを実施する。 
 
［陸上調査］ 
大室ダシの過去の浅海噴火による周辺陸域への影響を明らかにするために、周辺諸島（伊豆
大島・利島・新島など）に分布する珪長質テフラの系統的な記載・サンプリングを行う。 
 
［室内分析：火山噴出物］ 
詳細な海底観察に基づいて大室ダシの火山発達史を明らかにした上で、各活動期の海底噴出
物についてまずは記載岩石学的研究を行い、全岩化学組成（主要・微量元素）分析と斑晶の鉱
物化学組成分析からマグマ進化過程を明らかにする。陸上テフラについては軽石・火山灰を精
選して火山ガラスの全岩化学組成をレーザーアブレーション ICP-MS で分析する。その後、大室
ダシの火山噴出物と陸上テフラについて、全岩化学組成・斑晶組み合わせ・鉱物化学組成を比
較することで、大室ダシ火山由来の陸上テフラを同定する。大室ダシ周辺には新島・神津島な
どの流紋岩質背弧火山も分布しており、流紋岩質テフラの一部はこれらの火山由来の可能性も
ある。予察的な分析では大室ダシと新島などの流紋岩質背弧火山は液相濃集元素などのマグマ
含有量が明瞭に異なる可能性が高いが、より詳細に検討する。 
 
［室内分析：火山噴出物中の海産微化石］ 
陸上テフラに含まれる海産有孔虫が海底噴火の際に取り込まれたという仮説を検証するため
に、火山噴出物以外の構成粒子についても詳細に同定する。微化石が含まれる場合は走査型電
子顕微鏡を用いてその種類・量比・産状を明らかにする。島嶼域では台風の波浪などによって
海底噴火とは関係なく海産微化石が陸上に供給された可能性もあり、確実に陸上噴火由来と判
明している歴史噴火のテフラについても海産微化石の有無や種類を比較する。 
さらには給源と推定している大室ダシの底層・浮遊性生物群集の種類・特徴も不明であるた
め、上記の調査航海の際に堆積物のサンプリングを行い、陸上テフラに産する群集との比較研
究を行う。 
 
４．研究成果 
［海底調査］ 
大室ダシ火山の形成発達史とマグマシステムの岩石学・地球化学的特徴を明らかにすること
を目的に、平成 28年 5月に海洋研究開発機構調査船「新青丸」KS-16-6 航海を実施し、無人探
査機を用いた潜航調査を行った。この調査によって山体西部の詳細な海底地形図を作成し、そ
れまでに取得していた測深データと合わせることで大室ダシ全体の海底地形図が完成した。そ
の結果、平頂部に新たに複数の溶岩ドーム状が発見され、最近の火山活動が従来から噴火中心
として推定されていた山頂中部の大室海穴に限らず、より広範囲に及んでいる可能性があるこ
とが判明した。 
更により機動的に海底調査を行うために深海カメラを搭載した小型カメラそりを製作した。
このカメラシステムを用いて筑波大学所属の調査船「つくば II」を用いた海底調査を平成 29
年 10 月・平成 30年 10 月に実施し、平頂部に分布する小海丘群の多くは新しい流紋岩質溶岩ド
ームであることが判明した。これは KS-16-6 航海の結果と整合的であり、新期火山活動が流紋
岩質であり、従来の想定よりもより広範囲に分布することが初めて確認された。また「つくば
II」調査では大室ダシ周囲の小海丘においてもドレッジを行い、その多くが玄武岩質火山であ
ることが判明した。 
［陸上調査］ 
大室ダシにおける過去の浅海噴火による周辺陸域への影響を明らかにするために、新島周辺
（平成 28年 7月）、利島（平成 31年 3 月）の陸上調査を実施し、大室ダシ火山の噴火由来のテ
フラ調査・サンプリングを行った。 
［火山噴出物分析］ 
海底調査で採集した大室ダシの火山噴出物について記載岩石学的研究を行い、溶岩・軽石・
火山ガラスについて蛍光 X線分析装置・電子マイクロプローブアナライザー・レーザーアブレ
ーション ICPMS を用いた系統的な主要元素・微量元素組成分析を行った。それによって大室ダ
シ火山が玄武岩とデイサイト～流紋岩のバイモーダルなマグマ活動によって形成され、最近の
活動はそのなかでも最も分化した組成の流紋岩質マグマによるものであることが判明した。ま
た大室海穴周辺の流紋岩と伊豆大島・利島の陸上テフラ中の軽石は主要元素・微量元素・鉱物
化学組成まで非常に良く一致し、テフラの放射性炭素年代との比較から、約 1万年前に起こっ
た大室海穴での浅海噴火によって、利島・新島に噴出物が到達していたことが確認できた。な
お新島周辺で採集したテフラからは大室ダシ由来の噴出物を確認することはできなかった。 
更に研究協力者（海洋研究開発機構 Iona McIntosh 研究員）と海底・陸上テフラのフーリエ



変換赤外分光装置を用いた揮発性成分分析を行い、そこから推定される噴火水深の推移と海水
準変動を合わせて解釈することで噴火年代を制約できる可能性を発見した。 
［微化石分析］ 
調査航海で採取した大室ダシ海底堆積物と利島・新島・伊豆大島（国立科学博物館収蔵標本）
の陸上テフラを微化石研究用に洗い出し、底生有孔虫の拾い出しを行った。それらについては
研究協力者（香港大学 Louise 博士・国立科学博物館長井博士）の協力を得て、種の同定を進め、
一部は放射性炭素年代測定を実施した。海底堆積物中には異地性の有孔虫遺骸を認めたが現地
性の割合も少なくないことが判明した。 
陸上テフラに含まれる海産微化石のキャラクタライゼーションを進めたが、その産出頻度・
種類に大きなばらつきがあることが判明し、現状では海底噴火の指標として用いることは難し
い結果となっている。研究計画の終了後も引き続き検討を進める。 
［成果公表］ 
 上記の成果については国内外の学会で発表（含 2件招待講演）し、海底調査から得られた付
随的な成果については順次査読付き論文として公表を行った。本研究課題で得られた大室ダシ
の長期火山発達史・噴火履歴と、大室ダシ海域の底層生物についての生物群集解析結果につい
てはそれぞれ包括的な論文の最終投稿準備を進めており、早期に公表したい。 
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